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水中に含まれるブラックカーボン粒子の測定法の確立と東京地上観測
Improved Technique to Measure the Size Distribution of Black Carbon Particles Sus-
pended in Rainwater and Snow Samples
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黒色炭素粒子（以下、ブラックカーボン (BC)）は太陽光を効率よく吸収するため、雪氷面に BCが沈着すると雪氷面ア
ルベドを低下させ、気候に強く影響を与える。降水・降雪中に含まれる BCの濃度や粒径分布の測定はこのような気候影
響を定量的に理解するために非常に有用である。さらに、BCの空間分布の支配要因の一つである湿性除去過程を定量的
に理解するためにも非常に有用である。従来、水中に含まれる BCの濃度や粒径分布は、超音波式ネブライザー (USN)
とレーザー誘起白熱法を用いた装置 (SP2)を組み合わせたシステムによって測定された 1)。しかしながら、USNの粒子
抽出効率の粒径依存性が大きい 2) ことから、水中に含まれる BCの粒径分布の測定に大きな不確かさが生じていた。さ
らに、積雪中にミクロンサイズの BCが含まれていることが報告されている 3) が、我々の SP2では検出限界のため、ミ
クロンサイズの BCを定量できない。そこで、本研究では粒子抽出効率の粒径依存性が小さいネブライザーとBC検出可
能粒径範囲を拡張した SP2 (WR-SP2)を組み合わせた新たな測定システムを確立した。そのシステムを用いて、昨年の夏
季に、東京で大気中と降水中の BC濃度と粒径分布の同時観測を行なった。

我々は、以下の 2点の改良を行なった。
1) USNの代わりに同軸型ネブライザー (Marin-5)を使用した。数濃度を実験的に求めたポリスチレンラテックス粒子

懸濁液 (PSL)を用い、Marin-5の粒子化効率を決定した。200∼ 2000 nmの範囲では 50± 10 %であり、抽出効率の粒径
依存性が小さく、安定して高い効率で粒子を抽出できることを示した。

2) SP2には白熱光と散乱光を検出するための検出器がそれぞれ 2ずつ有するが、1つの散乱光検出器を白熱光検出器
に変更し、さらにその感度を下げることで BCの検出可能粒径範囲を約 4µm程度まで拡張した。詳細な改造点や校正に
ついては当日、発表する。

新しく導入したMarin-5とWR-SP2を組み合わせた測定システムを用いて、東京で地上観測を行なった。10回の全降
水イベントにおいて、大気中と降水中の BC濃度の間に良い相関（r2 = 0.59）が見られ、降水中に含まれる BC濃度は境
界層内の BC濃度に支配されることを示唆した。また、降水中の BCの粒径分布は大気中の BCの粒径分布よりも大き
く、粒径が大きな BCほど除去されやすいことを示唆した。
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